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  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№１）   補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№２）

補 助 金 名
（交付金名）

椴法華地区混合型介護付有料老人ホーム運営費補助金
開　始

　　平成２８年度
補 助 金 名
（交付金名）

椴法華地区混合型介護付有料老人ホーム運営費補助金
年　度

適 不適 説　　明

１

公益性
（明確な公益性があるか）

　当該施設は，地域の福祉拠点施設となってい
るが，民営化を図るにあたり，当面の間は収支
均衡が困難で事業者の撤退などが懸念される。
このため，老人福祉の増進を図ることを目的に
公的団体である社会福祉法人を運営事業者とし
て選定し，安定的かつ継続的な運営を図りなが
ら地域福祉に寄与した福祉事業を展開する。

団　体　名 社会福祉法人　函館市社会福祉協議会
団体等 　　課税事業者

　　免税事業者の状況 基　本　的　視　点

助成の根拠規定等
函館市椴法華地区混合型介護付有料老人ホーム運営費補助金交付要綱

(条例・規則・要綱等) 　①広く市民生活の向上に貢献する
　　事業

　②市民ニーズが高い事業

内　　容

　もと椴法華高齢者福祉総合センターの生活支援ハウスを混合型介護付有料老人ホーム
への施設転換に併せ，民営化を図るにあたり，現入居者においては，引き続き入居を継
続することから，生活支援ハウスは自立型施設で介護度が低い高齢者が多いため，介護
報酬等により収支を図ることが当面困難で，経営悪化を理由に現入居者への急激な負担
増や運営事業者の撤退が懸念される。このため，安定的かつ継続的な施設運営や事業の
健全性を図るため，民営化により廃止となった指定管理委託料等の範囲内で収支不足が
発生した場合，不足相当額を運営事業者へ補助する。

２
必要性（補助しなければならない事
業であるか）

　施設運営経費の大部分は，介護報酬，利用者
からの利用料および当該補助金によるものであ
ることから，補助の削減は継続した施設運営は
困難となるほか，地域福祉の衰退につながる。

３
自主性（自主自立に向け努力してい
るか）

　経費の削減等運営努力を行い，健全な運営に
努めている。

　施設の安定的かつ継続的な運営を図るとともに，入所者が安心して生き生きと明るく
生活できるようにすることを目的とする。

４
有効性（他の手法ではなく補助する
ことが，施策目的実現に最適か）

　当該施設は，生活支援ハウスからの継続入居
者が多く，これにより介護度が低い者も多いこ
とから当面の間，介護報酬等による収支均衡が
困難なため，介護報酬等により収支均衡が図ら
れるまでの概ね５年間は，補助を受けることに
より健全な施設運営が図られるものである。

不適 不適の場合の理由と今後の対応について

市 その他

１ 積算内訳は，前年踏襲となっていないか

　現入所者が負担する利用料の軽減を図るとともに，椴法華地区の福祉の拠点施設とし
て安定的かつ継続的な施設運営が図られる。

(単位：千円)

助　　成　　金
事業収入 会　費 繰越金 計

収 H29
28,705 49,831 78,536

[28,705] [28,705]

財　政　的　視　点
年　度

[24,952] [24,952]

R元
24,226 55,671 79,897

[24,226]

H30
24,952 56,184 81,136

２ 補助金等の使途は適切である

[26,546]

R3
17,696 64,992 82,688

入 R2
26,546 57,763 84,309

[26,546]

[24,226]

３ 積算基準は定められている

年　度 人件費 事務費 事業費
上部団体

施設整備費

４
補助割合は，補助対象経費の１／２以内で
ある

　補助割合を削減することは，利用者負担の増
加や健全な施設運営の継続に大きな影響を与え
るため。

[17,696] [17,696]

その他 計
負担金等

５ 前年度繰越金は生じていないか411 78,536

[42,219] [20,563] [16,469] [1,458] [427] [81,136]

支 H29
41,674 20,441 15,347 663

[41,674] [20,441] [15,347] [663] [411] [78,536]

H30
42,219 20,563

[42,238] [21,095] [16,119] [] [445] [79,897]

６
自主財源の確保に努めている
（最低でも前年度の収入を確保している
か）

16,469 1,458 427 81,136

７ 経常経費の節減に努めているか458 84,309

[1,888] [458]
出 R2

42,462 25,443 14,058 1,888

[42,462] [25,443] [14,058] [84,309]

R元
42,238 21,095 16,119 445 79,897

[24,202] [16,848] [1,496] [] [82,688]
R3

40,142 24,202 16,848 1,496 0 82,688

[40,142]



○補助効果の検証
（効果測定方法，具体的な数値等）

（達成状況）

（評　価） （理　由）

十分効果をあげている

 一定の効果をあげている

効果が疑問である

その他

○今後の方向性
（見直しの内容）

（見直しの時期）

（廃止の理由） （その他の内容）

（廃止の時期）

○終期の設定

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№３）

補 助 金 名
（交付金名）

椴法華地区混合型介護付有料老人ホーム運営費補助金

　施設運営により生じる介護報酬や入所者からの利用者負担金等の収入総額から施設運営に要した経
費を控除し，不足した場合に対して補助するものである。当該施設は，生活支援ハウスからの継続入
居者が多く，これにより介護度が低い者も多いことから当面の間，介護報酬等による収支均衡が困難
なことから，補助を受けることにより健全な施設運営が図られるものである。

同上

　椴法華地区における高齢者福祉の増進を図るため，老
人福祉法に基づく介護付有料老人ホームの運営に要する
経費に対し補助することにより，施設運営の健全化が図
られている。

終期設定 終期到来により廃止 次回チェック年度(予定)

令和　　３　　年度 終期到来時に再検討 令和　　　年度

現行のまま補助を継続

見直したうえで補助を継続

廃止

その他

　定員を５名増とする環境が整ったことで
補助金を廃止しても健全な施設運営が図ら
れるため。

令和４年３月３１日


